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妊娠先行型結婚にみる生活状況と 出生意欲

Living Conditions and Fertility Intentions in Pregnancy-Preceding Marriages 

永 田 夏 来* 
NAGATA Natsuki 

子 どもがで き た事 をき っかけに結婚 を決める妊娠先行型結婚は 「で き ち やっ た結婚」 と も呼ばれ、 青年層 を中心に近年

広がっ てい る結婚のス タ イ ルのひと つであ る。 本稿は一般に言われる 「で き ち やっ た結婚は不幸であ る」 と す る言及は偏

見に基づいた レ ッ テルなのか否かについて デー タ を用いなが ら考察 をお こ な う こ と を目的 と し 、 生活状況 と 出生意欲 を中

心に計量的な考察 をおこ なう こ と にある。 そのための手続き と し て、 戦後の社会変化 と 妊娠先行型結婚の芸能報道 を参照

し ながら妊娠先行型結婚 を 「不幸」 な ものと位置付け得る 4 つの要素について検討 をおこ な っ た。 妊娠先行型結婚を 「不

幸」 と し得 る観点と し て①< 愛情 ・ 性> への挑戦、 ②功利性への挑戦、 ③< 生殖 ・ 子育て> への挑戦、 ④家族の安定性へ

の挑戦がある。 こ れら を①交際期間、 ②生活資源 (収入、 就業状況、 両親からの経済的、 対人的援助) 、 ③結婚継続年数、

④出生意欲、 生活満足度と いう 4 つの論点、 8 項目に読みかえ、 比較検討 をおこ なっ た。 妊娠先行型結婚は家族の 「ある

べき姿」 をむ し ろ積極的に選択 し ている姿に近 く 、 社会的尊敬や立身出世と いっ た 「希望」 を見つけ る こ と ができ ない現

在の若者が 「幸福」 に暮 らすための人生の選択 と し ての側面がみえ る と位置付け ら れるこ と がわかっ た。 
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I 妊娠先行型結婚の定義と社会的位置づけの変遷

1 結婚のス タ イ ルと し ての 「 で き ち やっ た結婚」

子 ども がで き た事 をき っかけに結婚 を決める妊娠先行

型結婚は 「で き ち やっ た結婚」 と も呼ばれ、 青年層 を中

心 に近年広 が っ てい る結婚の ス タ イ ルの ひ と つ で あ る

(注)。 妊娠先行型結婚に よ る出産は日本の合計特殊出生

率 を0.1押 し上げてい る と の推計 もあり (山田 2007) 、
近年みら れる妊娠先行型結婚の増加は少子化の進行に唯

一反す る数値であ る と位置付け るこ と も可能であ る。

しかし、 妊娠先行型結婚に対す る社会的な評価は揺 ら

ぎを持 っているよう だ。 妊娠先行型結婚には、 「でき ち やっ

た結婚」 の他に、 「授かり 婚」 「おめで た婚」 「 ママ ・ マ

リ ッ ジ」 「 ピーナ ッ ツ婚」 な どさ ま ざま な表現のバリ エ ー

シ ョ ンみら れる。 「で き ち やっ た」 と い う 言葉がネ ガテ ィ

ブであ る と の印象から発生す る こ う し た言い換えは、 妊

娠 をき っ かけ と し た結婚はそ も そ も イ レギュ ラ ーだ と し

た う え で、 結婚には ポ ジテ ィ ブな要素が必要だ と す る前

提が現れてい る よ う にみえ る。 妊娠先行型結婚の社会的

位置付けについて考え てい く こ と は、 結婚 を起点 と す る

人生の軌道、 つま り 恋愛 ・ 性行動 ・ 妊娠 ・ 子育て と い う

流れに対 し て、 私た ちが持つ期待につい て考察す る こ と

につ ながる と いえ よ う 。

恋愛 ・ 性行動 ・ 妊娠 ・ 子育て をパ ッ ケ ージ化す る仕組

みと し て、 本稿では恋愛結婚 と 家族のあり かたについて

取り 上げる。 妊娠先行型結婚が 「不幸」 だと するならば、

結婚や家族のあ り 方の理想像に照 ら し た際、 どこ か 「不

適切」 な点があ る と 人が感 じ るから だ。 し かし妊娠先行

型結婚はデータが乏 し く 、 その生活実態 を実証す る こ と

が困難であ っ た。 一般に言われる 「で き ち やっ た結婚は

不幸で あ る」 と す る言及は偏見に基づい た レ ッ テルなの

か否か、 今回はデー タ を用い なが ら考察 をお こ な う 。

分析に先立ち、 恋愛結婚と 家族におけ る 「不幸」 と は

何なのかについ て明確に し てお く こ と が必要だ。 そ こ で

本稿では、 戦後の日本におけ る妊娠先行型結婚の変遷に

ついて、 家族社会学の知見 を敷衍 し ながら マ ス コ ミ 報道

参照 し た考察 をお こ な う 。 その結果 を用い なが ら、 デー

タ に も と づい た実態 を 国んでい き たい。 

2 妊娠先行型結婚の社会的位置付けの変遷

妊娠先行型結婚の変化について考察す る際に有効な手

がかり と な るのは、 嫡出第一子の妊娠期間が結婚期間よ

り も 短い出生の推移、 つま り 結婚前に妊娠 し てい る と 思

われる出産の推移である。 厚生労働省 「人口動態調査特

殊報告」 によ れば、 妊娠 をき っ かけに し た結婚が背景に

あ る と 思われる子 ど も の出生は1980年には12.6% で あ っ

たのが1999年には25.0% に達する形で劇的に増加 し、 現

在で も全出生のう ちの四分の一程度が該当す る と い う 高

い数字を維持し続けている (厚生労働省 2010)。

1980年以降に生 じた妊娠先行型結婚の急増の背景と し

て、 戦後の日本が経験 し てき た結婚や恋愛に関す る 3 つ
の変化 を踏まえ てお く 必要があ ろ う 。 ひと つめは、 1960 
年代末から70年までに生 じ た結婚目的の変化、 二点目が
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1980年代から90年代半ばに生 じた恋愛と性行動の変化、

そ し て1990年代半ば以降に生 じた生活基盤の変化である。 

(1 ) 1960年代後半~ 1970年代まで 幸福になるための恋

愛結婚一< 恋愛 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育て>
戦後の日本が経験 し た結婚の背景にかんす る大き な転

換 と し て、 見合い結婚 と 恋愛結婚の逆転があげ ら れる。 

1935年には全体の 7 割程度を占めていた見合い結婚だが、

戦後に恋愛結婚が普及するにつれて徐々に割合が縮小 し、

1960年代末に両者の割合が逆転す る結果と な っ た。 その

後も見合い結婚は一貫 し て減少 し、 2010年では5.2% に
と どま っ てい る (2011 国立社会保障人口問題研究所)。

憲法や民法改正と い っ た社会制度の変更 をも背景に持

つこ う し た変化は、 家父長的な家族から民主的な家族に

移行 し た証左 と さ れてい る。 日本の結婚について類型化

し た姫岡勤は、 日本の婚姻は、 村内婚が中心で村の秩序

や利益 を守 る こ と に主眼があ っ た共同体主義的な結婚、

家父長制 を背景と し 「イ エ」 の存続の手段 と位置付け ら

れる家族主義的な結婚、 個人の独立と自由が尊重 さ れ夫

婦での協力や幸福が目指 さ れる個人主義的な結婚の 3 つ
に類型化 し ている (姫岡 1976)。 この類型に従えば、 見

合い結婚から恋愛結婚へと い う 流れは 「イ エ」 の存続か

ら個人の幸福へと 結婚の目的が移行 し た結果であり 、 配

偶者選定の権限が家長から結婚の当事者へと 移っ てい く

歴史的 な過程と位置付け ら れよ う 。

ただ し、 恋愛結婚の降盛と 恋愛の一般化は区別 し てお

く 必要があ る。 1974年におけ る大学生の性交経験率は男

子23.1%、 女子11.0%であり (日本性教育協会 2013)、

大学生におけ る性交経験率が半数を超え るのは1990年代

以降のこ と だ。 当時の恋愛 を現在のよ う な婚前交渉 を前

提 と し た も のと同列 にみなすのは難 し い と い う 事実 し ば

しば指摘 さ れる。 しか し、 結婚前の性行動が条件付き で

容認 さ れ始めたのも こ の時代で あ る と い う 点は妊娠先行

型結婚 を考察す る上で踏まえ てお く 必要があ るだ ろ う 。

オナニーの歴史的研究から性の位置付け を考察 し た赤

川学は、 性的 な場面におい て愛や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

重要視する視点を 「親密性のパラ ダイ ム」 と呼んでいる。 

「親密性のパ ラ ダイ ム」 は現在では最終的 な審級 と し て

あ ら ゆる性行動 を正当化 し てい るが、 そ れが始ま っ たの

は1960年代から70年代のこ と だと赤川はいう 。 婚前純潔

規範にかわっ て婚前交渉 を容認す る規範が台頭 し てい く

際に多用 さ れたのが、 「親密性のパラ ダイ ム」 を背景に

す る 「愛 し合 っ てい る な ら ば婚前交渉 も いいのではない

か」 と い う レ ト リ ッ ク だ っ たのであ る (赤川 1999)。

自分たちの幸福 を日的と し た恋愛結婚が一般化 し たう

え で、 性行動については条件付き で容認す る と い う こ の

時代の状況を端的に示す例と し て、 1970年に報道さ れた

俳優の中村雅俊 と女優の五十嵐淳子によ る妊娠先行型結
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婚 を参照 し たい。 日刊 ゲ ン ダイ に よ れば、 当時の中村 ら

は両親や事務所 も公認す る オー プ ンな交際で知 ら れてお

り 、 中村の26歳、 五十嵐の24歳と い う 年齢 も あ っ て結婚

は秒読みと さ れてい た と い う 。 し か し結婚発表におい て

は五十嵐が妊娠五 ケ月であ っ た事実は伏せら れてお り 、

結婚後の五十嵐は家事育児に専念する こ と になる ( 日刊

ゲ ンダイ 2014a)。

婚前の恋愛が受け入れら れは じめた1970年代であ っ た

がそれは結婚 を前提 と し た も のであり 、 性行動 ・ 結婚 ・ 

出産 ・ 子育 て と い う 一連ので き ごと がセ ッ ト と みな さ れ

ていた。 当時の状況 を< 恋愛 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育て > と 表

記 し ておこ う 。 性行動 をと も な っ た恋愛は 「二人が幸せ

にな る」 こ と を日的 と し た恋愛結婚によ っ てその価値 を

認めら れ、 妊娠は母親が子育てに専念 し ながら安定的な

家族 を持つと い う 期待に応え るこ と によ っ て正当 な もの

と さ れた と 位置付け ら れるので あ る。 

(2) 1980年代~ 1990年代前半 : 恋愛と結婚の分離一 < 恋
愛 ・ 性> < 生殖 ・ 子育て>
条件付き で認めら れていた婚前交渉が結婚から切 り離

さ れ、 性行動 を含 んだ恋愛 が一般性 を帯 びて く るのは

1980年代から1990年代にかけてのこ と である。

日本性教育協会の調査によれば、 性交経験 を持つ男子

大学生の割合は1981年には32.6% であったが1993年には

57.3% と な っ た。 婚前交渉に対す る タ ブ ーが薄 く な っ た

のはも ち ろ ん、 結婚に結 びつかない恋愛に対す る許容 を

反映 し てい るものと いえ る。 女子大学生に も同様の変化

が生 じ ており 、 1981 年には18.5 % だっ た性交経験割合は

1993年には43.4% と なり 、 男性にはやや落ち る も のの女

性も性行動に参入 し て く る様子がみえ る ( 日本性教育協

会 2013)。
性行動や恋愛だけで な く 、 1980年代は女性がさ ま ざま

な変化 を遂げた時代であ っ た。 1986年に男女雇用機会均

等法が施行 さ れ、 女子の大学進学率が上昇 しは じめるの

も こ の時期のこ と で あ る。 バ ブル経済と い う 景気の後押

し を受け なが ら、 仕事に プラ イ ベ ー ト に と さ ま ざま な形

で女性が躍進 し た反面、 結婚 を契機に女性は就業 を中断

し、 ひと まず専業主婦 と な る こ と に根強い期待があ っ たc 

つまり 、 恋愛およ び性行動が一般化す る一方で、 妊娠 ・ 

出産は結婚 と セ ッ ト に な るべ き だ と みな さ れてい たので

あ る。

性行動の一般化によ る影響は、 人工妊娠中絶の変動か

ら も う かがう こ と ができ る。 厚生労働省によれば1950年

代以降4.0以下に維持 さ れていた15-19歳の人工妊娠中絶

の実施率 (人口対千) は1980年代よ り 少 しずつ上昇し始

め、 1995年 ま では6.0程度で推移す るよ う にな る。 性行

動 を含んだ恋愛は一般化 し たが、 結婚に結 びつかない妊

娠は忌避 さ れる社会状況 を う かがう こ と ができ る (厚生
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労働省 2014)
1980年代から90年代前半にかけて生 じた、 性行動を含

んだ恋愛の一般化と婚外妊娠の忌避 を< 恋愛 ・ 性> と く 

生殖 ・ 子育て> と表記してお く 。 別々であるこ のパ ッケー

ジを架橋す る妊娠先行型結婚の典型と し て、 タ レ ン ト の

薬丸裕英と タ レ ン ト の石川秀美によ る1990年の妊娠先行

型結婚のケ ース をみてみよ う 。

日刊 ゲ ン ダイ も 報 じ てい る よ う に、 薬丸 ら の結婚報道

におい て特徴的 なのは、 当時の ト ッ プ アイ ド ル同士の結

婚であ る に も かかわらず妊娠の事実 を記者会見で オープ

ンに し たこ と であ る。 薬丸が自 ら石川の妊娠 を 「おめで

たい こ と」 と し て言及 し、 石川 も 「天からの授かり もの」

と 説明 し たと いう 。 薬丸はその後 「家庭的であ る」 こ と

をイ メ ー ジ戦略に取 り 込み、 「理想的 な夫」 と し て主婦

層からの人気 を集める結果と な っ た。 他方、 石川は、 一

旦芸能界 を引退 し子育てに専念す る形 と な っ た ( 日刊 ゲ

ンダイ 2014b)。
中村や薬丸 らの結婚は、 い く つかの留保 を持 ち なが ら

も 社会から受け入れら れてい る よ う にみえ る。 その理由

と し て、 妊娠 と 結婚の順番に逆転があ っ た も ののそ れを

時代にあわせて軟着陸 させてい る点、 ふたり の結婚が幸

福の実現 を目的 と し てい る よ う にみえ る点、 今日まで離

婚 をせずに安定的な生活基盤を一応は維持 し てい る点な

どが挙げ ら れる。 婚前交渉およ び結婚前の妊娠の位置付

けは変化 し たものの家族のあり 方は固定的であり 、 最終

的には愛情に満 ち た、 浮気 を し ない、 離婚 も ない、 安定

的 な子育て環境、 つま り く 恋愛 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育て > が

セ ッ ト に な っ た法的に も結 びつい た家族 を持つ こ と と引

き換え に、 婚前の自由が容認 さ れていた様子が芸能界に

おけ る妊娠先行型結婚の状況から見え て く る。 

(3) 1990年代後半~ 2000年代 : 二ユーエコ ノ ミ ーの台頭

と家族の不安定化一 生殖と 子育ての分離

阪神淡路大震災、 地下鉄サリ ン事件な どバブル崩壊後

の日本社会が大き く 展開 し た1990年代半ばは、 援助交際

が話題に な る な ど若者におけ る性の状況が さ ら に新 し い

局面 を迎え、 女性が主体的に性に関わる よ う にな っ た時

代で も あ る。 こ の時期 を戦後の節目と す る論者は多 く 、

さ ま ざまな論考が行われてい る。 1990年代の後半 を少子

化対策の転機と す る山田昌弘は、 ニ ュ ーエ コ ノ ミ ーの台

頭が雇用の二極化と いう 形で若年層 を直撃 し ており 、 若

者が自力で安定的な生活を送るう えで不利 な影響 を与え

ていると指摘する (山田 2007)。
妊娠が結婚に先行 し てい る と みら れる第一子の出生は

1999年に 4 分の 1 に達 し た事実から も みえ るよ う に、 妊

娠先行型結婚が一般化 し たのも こ の頃であ る。 芸能人の

結婚報道において も、 婚前妊娠 し てい るか否かが付加 さ

れる ケ ースがみ ら れる よ う に な っ た。 経済的混迷か ら若
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者が結婚 を先延ば し にす る よ う に な り 、 バラ サイ ト シ ン

グルと呼ばれる親同居未婚者が話題にな っ たのも90年代

半だ。 経済状況が悪化する中、 < 生殖 ・ 子育て> へ踏み

出す 「き っ かけ」 が妊娠に し かみいだせな く な っ た若者

の状況 をう かがう こ と がで き る。

妊娠先行型結婚 と の関連で も う ひと つ指摘 し ておき た

いのは、 家族の不安定化と いう 視点だ。 家族の不安定化

と は、 < 愛情 ・ 性> およ び く 生殖 ・ 子育て > の場と し て

家族が期待 し に く く な っ た状況 を示す。 セ ツク ス レスや

婚外恋愛 と い っ た既婚者のセ ク シュ ア リ テ イ に関す る問

題が社会的認知を獲得し (永田 2001 ) 、 1970年には約9.6 
万件であ っ た離婚件数が2002年には約29万件と 3 倍以上

に伸びるな ど (厚生労働省, 2009) 、 1990年代後半から

2000年代にかけ て安定的な家族の自明性を改めて問い直

すべき状況が生起 し てき た。 つま り く 愛情 ・ 性 > と く 生

殖 ・ 子育て> がそれぞれ解体 し、 恋愛には じ ま り 子育て

に終わる一連ので き ごと がバラ バラ に経験 さ れ得 る よ う

にな っ たのである。 こ れを< 恋愛 > < 性> < 生殖 > < 子

育て > と 表記 し てお こ う 。

妊娠先行型結婚 を通 じ て家族の不安定 さ と正面から向

き 合 っ た典型 と し て、 歌手の安室奈美恵 と ダ ンサーの

SAM によ る1997年の妊娠先行型結婚 を挙げておき たい。 

記者会見で 「赤ち やんがき っ かけにな っ て」 安室の方か

ら 「逆 プロ ポーズを し た」 と安室が語 っ た と い う ( 日刊

ゲ ン ダイ 2013) こ の結婚は、 ス ポーツ紙が号外 を配布

す る な ど大き な話題と な っ た。 当時20歳だ っ た安室は結

婚前から恋愛の報道も あり 、 自由 な恋愛 を経験 し た世代

で あ る。 ま た、 すで に中村 ら や薬丸 らの例 と は異な り 、

結婚 ・ 出産後も夫婦 と も にそれまで同様に仕事 を続けた

点、 最終的に離婚 し たと いう 点 も示唆的だ。 安室は く 恋

愛> < 性> < 生殖> < 子育て> を実現さ せるための最適

の生活 を、 状況に合わせ て都度再編 し てい る よ う にみえ

る。

と はいえ、 安室のよ う な挑戦は1990年代後半にはまだ

珍 しかっ た。 妊娠 を隠 し たまま結婚 し た大相撲力士貴乃

花光司 と 元 フ ジテ レ ビアナ ウ ンサー河野景子に よ る1995 
年の結婚や、 新婦側が妊娠に積極的だっ たと の指摘もあ っ

た (『週刊文春』 2000年12月 7 日号) 工藤静香と木村拓

哉 と い う アイ ドルタ レ ン ト によ る2000年の妊娠先行型結

婚 な ど、 < 愛情 ・ 性> と く 生殖 ・ 子育て> と いう セ ッ ト

を所与 と し ながら も妊娠 をき っ かけに両者 を橋架 し た と

みら れる例が一般的であり 、 今日の妊娠先行型結婚の評

価に も影響 を持つみなすこ と がで き よ う 。 

3 「不幸」 な結婚 と は何か

(1 ) < 生殖 ・ 子育て> と安定的な家族

性行動と恋愛の変化 を受け て く 愛情 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育

て > のセ ッ ト が く 愛情 ・ 性> と く 生殖 ・ 子育て > に分離
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し た反面、 家族の不安定化が進行す る なかで全てがバラ

バラ にな り は じめてい る社会状況 を見てき た。 小泉義之

は、 現代の社会では性 ・ 生殖 ・ 次世代育成は密接に結合

す る と みな さ れて お り 、 そ れを順番通 り に実行 し てい く

こ と が女性に期待 さ れ続け てい る (小泉 2009) と し て

い る。 小泉の議論 を踏まえ る な ら ば、 妊娠先行型結婚 を

「不幸」 と す る視点は、 こ う し た期待 を反故に し た こ と

に対す る負のレ ッ テルと位置付け ら れよ う 。 妊娠先行型

結婚 を経て離婚 を選択す る、 例え ば安室奈美恵にみら れ

る ラ イ フ コ ースは、 家族の不安定が増 し てい る現代の社

会に く 恋愛 > < 性> < 生殖> < 子育て> のパー ト ナーを

都度選択 し直すこ と で適応 をはかる戦略と も位置付け ら

れる。 し か し 現在の社会で はこ のよ う な ラ イ フ コ ースは

ネ ガテ ィ ブな評価に素がっ てい る。 その背景と し て、 < 
生殖 ・ 子育て> と いう セ ッ ト 、 つまり 安定的な家族の形

成 を多 く の人が優先 し てい る点 を指摘 し ておき たい。

渡辺秀樹 と 近藤博之は、 自由な恋愛 を経ていて も最終

的に結婚相手 と し て選択 さ れるのは夫婦そ れぞれの父親

が同 じ階層 にあ る な ど共通のバ ッ ク ボー ンがあ る ケ ース

が多いこ と を1980年代の結婚の状況と し て指摘 し ており 、

その傾向がお見合い よ り も恋愛結婚におい てよ り 顕著で

あ る と し てい る (渡辺 ・ 近藤 1990) 。 ま た、 戦後か ら

1970年代の前半まで生 じ ていた結婚増加の背景と し て、

右肩上がり の社会成長下では自分の結婚相手が親よ り も

経済や学歴な どで優れてい る盖然性が高いため、 結婚に

よ る階層上昇 (ハイ パーガ ミ ー) に恋愛が結 びつい てい

たと の指摘もあ る (山田 1996)。 家族主義から個人主義

へ移行 し たはずの結婚であ るが、 実は家族の再生産と い

う 基調が通底 し てお り 、 ロ マ ンスの結末であ るはずの恋

愛結婚は見合い結婚 さ ながらの功利性 を持つこ と をこ れ

らの議論は示 し てい る。

< 生殖 ・ 子育て> と いう セ ッ ト の安寧な実行が結婚の

終着点 と みな さ れてい る点が、 こ う し た デー タ か ら確認

でき るだろ う 。 こ れは現行の結婚制度にも接合 し てお り 、

法的な両親の位置付け を持たない非嫡出子と嫡出子を区

別す る視点 と つながる。 妊娠 をき っかけに し た結婚に対

す る 「で き ち やっ た結婚」 と の呼称が一般化 し たのは、

1990年代のこ と だ。 恋愛や性行動と 結婚後の画一性と い

う 非一貫的状況と、 愛情と いう 不安定な要素を基底に配

偶者選択 を し なが ら も 生活の安定 を図 ら な く てはな ら な

い と い う パ ラ ド ッ ク ス を、 妊娠 を利用 し て回収 し た と い

う 事実 を説明す る際、 「 で き ち やっ た」 と い う 言葉に込

め ら れた照れや自口朝と い っ た ニ ュ ア ンスが適切 だ っ たの

かも し れない。

女性の主体的選択の結果であ る妊娠先行型結婚だが、

現在は家族の不安定 さ に接近 しやすい ライ フ コ ースの典

型 と し て位置付け ら れてい る。 こ う し た認識は母子衛生

や保健分野で共有さ れてお り 、 妊娠先行型結婚には間題
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が生 じやすい と の前提によ る追跡調査や (法橋ほか2008、

藤村ほか 2008) 、 10代の母親に対す る出産後のサポー ト

につい ての論考 も お こ なわれてい る ( た と え ば大川 201 

0)。 臨广木の現場で妊娠先行型結婚の 「不幸」 な例が多 く

見 ら れた と し て も、 それは 「若 さ」 に起因 し てい るのか、

学業や就労の機会が奪われてい る ためなのか、 収入の低

さ が原因 なのか、 それと も結婚の 「 き っ かけ」 そのも の

にあ るのかを明確に区分 し た議論は未だ充分ではない。 

(2) 妊娠先行型結婚の 「不幸」 と はなにか

以上のこ と から、 本稿では妊娠先行型結婚について考

察す る際の 「不幸」 と し て以下の要素 を確認 し ておき た

い 0

①< 恋愛 ・ 性> への挑戦 : 愛情を伴わない性行動は 「不

幸」 なものであり 、 そう し た背景を持つ妊娠先行型結

婚、 た と えば遊びの恋愛に起因 し ている ものは 「不幸」

であ る と す る要素

②功利性への挑戦 : 結婚には家族の再生産と いう 前提が

あ り 、 生活水準 を維持す るための十分な資源がない結

婚は 「不幸」 であ る と す る要素。

③< 生殖 ・ 子育て> への挑戦 : 安定的な子育てに結びつ

かない生殖は 「不幸」 なものであり 、 離婚は回避す る

べき とす る要素。

④家族の安定性への挑戦 : 愛情を持たない家族関係、 浮

気や育児放棄、 今後の計画的な出産な どを期待でき な

い と い っ た、 安定性に欠 く 結婚は 「不幸」 であ る と す

る要素

妊娠先行型結婚と そう で ない結婚 を比較し た場合、 こ

れらの要素に違いはあ るのだ ろ う か。 次項で検討す る。 

II 妊娠先行型結婚にみる夫婦関係と 夫婦出生力

の状況

1 データの概要

分析に使用するのは内閣府経済社会総合研究所 「少子

化 と夫婦の生活環境に関す る意識調査」 の個票データ で

ある。 平成24年10月19 日~ 11月11 日にかけておこ なわれ

た本調査は委言t 調査会社の登録モニ タ ーに対するイ ンタ ー

ネ ッ ト 調査で、 全国の20代~ 40代の既婚者10,000人を対

象と し ている。 なお、 年齢 (20-24歳、 25-29歳、 30-34歳、

35-39歳、 40-44歳、 45-49歳の6 区分) 、 性別の12区分に

ついて国勢調査 (2010年) の人口構成比に乖離がないよ

う に収集 さ れてい る。 本論文では、 結婚のき っ かけ と し

て 「お互いの結婚 し たい時期が一致 し た」 「相手に強 く

ア プロ ーチ さ れた」 「子 ども がで き た」 「そ ろ そ ろ子 ど も

が欲 し かっ た」 「経済的余裕ができ た」 「自分の転動 ・ 転

居」 「相手の転勤 ・ 転居」 「職場や所属す る グループで既

婚者が増え た」 「幸せそう な夫婦に影響 を受け た」 「親し

い友人に結婚 を勧めら れた」 「結婚後の家事 ・ 育児への



期待が相手に持てた」

妊娠先行型結婚にみる生活状況と 出生意欲

「結婚後も仕事 を続け る こ と に相

手が理解を示 し た」 「親や周囲が前向き だ っ た」 「その他」

の14項目を用いた。

こ れら の項目はバラバラ に選択 さ れてい る訳ではな く 、

互いに関連 を持つ。 例え ば、 「結婚後の家事 ・ 育児への

期待が相手に持てた」 と 「結婚後も仕事 を続け るこ と に

相手が理解 を示 し た」、 「そ ろそ ろ子 ども が欲 しかっ た」

と 「経済的余裕がで き た」、 「職場や所属す る グループで

既婚者が増え た」 と 「幸せそう な夫婦に影響を受けた」

と 「親 し い友人に結婚 を勧め ら れた」 にはそ れぞれ相関

がみら れた。 しかし 「子供ができ た」 は独立 し ており 、

相関す る選択肢は他にみら れ

かけ と し て 「子供ができ た」

型結婚、 選択 し

間、 ②生活資源

なか っ た男女

ない。 本稿では結婚のき つ

を選択 し た男女 を妊娠先行

を通常結婚と し、 ①交際期

(収入、 就業状況、 両親からの経済的、

対人的援助 ) 、 ③結婚継続年数、 ④出生意欲、 生活満足

度 と い う 4 つの論点、

な っ た。 なお、

性> への挑戦、

こ れら

8 項目についての比較検討 をおこ

の論点は前項で検討した①< 愛情 ・ 

②功利性への挑戦、 ③< 生殖 ・ 子育て> 
への挑戦、 ④家族の安定性への挑戦に対応 し てい る。 

2 分析

(1) 交際期間

まず、 予期せぬ妊娠は愛情 を伴わない性行動の帰結で

あ り 、 そのよ う な恋愛や結婚は 「不幸」 だ と す る視点つ

いて検討 し よ う 。 中学生から大学生までの青少年の性行

動に限定 し てみてい く と 、 「好 き だから」 「愛 し てい るか

ら」 性行動にいたった場合 と 「遊び」 や 「なり ゆき」 だっ

た場合 と では避妊の実行状況に差があり 、 前者の方がよ

り 避妊 をす る傾向 にあ る こ と がわか っ てい る ( 永田

2002)。 青少年の性行動にみら れるこ う し た状況 を前提

と す る な らば、 不意の妊娠は行き ずり の関係が原因であ

り 、 妊娠先行型は愛情がと も なわない関係の帰結であ る

と いう 位置付けが可能だろ う 。 そこ で本稿では、 「遊び」

や 「 な り ゆき」 否かを検討す る材料 と し て、 結婚に至 る

までの交際期間に注目 し た比較をお こ な っ た。

国立社会保障人口問題研究所によれば結婚に至るまで

の交際期間は長期化する傾向が指摘 さ れており 、 1987年

には男性で2.5年、 女性で3.2年であ っ た平均交際年数は

2010年では男女差が小 さ く なり 、 男性で4.3年、 女性で

4.9年と なっている (国立社会保障人口問題研究所 2011)。 

本調査での平均交際期間は通常結婚で4.2年であ り 、 全

国平均に比べてやや短い傾向にあ る。 また、 本調査では

交際期間は結婚時の年齢に左右 さ れる傾向が確認 さ れて

お り 、 結婚年齢が25歳未満の早婚者と35歳以上の晩婚者

では前者が平均で3.2年、 後者は4.4年 と 、 結婚のき っ か

け にかかわらず、 1 年以上の開き があ るこ と がわかっ て

い る。 こ のよ う な違いが生 じ る背景と し て、 最終学歴に
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注目 し てお く 必要があ る だ ろ

る と大卒が少な く

傾向がみら れる。 

高校卒 ・ 、

う

専

ま た、 男性に

職や事務職が相対的に

どの現場労働に従事す

。 早婚者は晩婚者に比べ

門学校卒が相対的に多い

おけ る現在の職種は専門

少な く 、 販売サー

る者が多い。 

るのは、 教育期間が短い者は早い夕

て 「一人前」 にな る年齢 も若いため

行が早 く 、 教育期間の長い高学歴者

こ

イ

に

に

つ

ミ

ラ

ビ

し

ン

イ

比べ

ス業や工場な

た傾向が生 じ

グで社会に出

フ コ ース の進

て初婚年齢な

どが前倒 し に な る ためと 解釈で き る。

つづいて妊娠先行型結婚の特徴をみていこ う 。 妊娠先

行型結婚の交際期間は通常結婚に比べて 1 年以上短 く 、

平均 で3.2 年であ っ た。 た だ し こ れは早婚者の平均 と

ぼ同一であり 、 交際期間の短さ

特徴と位置付け るのは早計なよ

を妊娠先行型結婚固有

ほ

の

う にみえ る。 妊娠先行型

結婚には 「軽はずみな性行動の帰結」 であ ると いう 固有

の事情があ るのだ ろ う か。 こ の点 を確認す る ために、 結

婚年齢が25歳未満の早婚者のみを取り 上げて交際期間 を

比較 し たのが図1-1 で あ る。 図1-1 にみら れる よ う

際期間

る結果

1 年未満の者は妊娠先行型結婚によ り多 く

に 交、

み ら れ

と な っ た。 し か し その割合は 1 割程度で あ り 、

「軽はずみな性行動」 を妊娠先行型結婚の特徴と す るに

は弱い。 む し ろ男性で 6 割、 女性で 7 割程度が 1 - 3 年
の交際を経た後に妊娠 をき っかけ と し た結婚 を し ており 、

こ ち らの方が妊娠先行型結婚の典型だ と位置付け るべき

であろ う 。 

図1 -1 : 25歳未満で結婚 した男女における

結婚ま での交際期間

そ も そ も妊娠先行型結婚におけ る平均初婚年齢は男女

と も に若い傾向があ り 、 通常結婚では男性29.2歳、 女性

27.6歳であ るのに対 し て妊娠先行型結婚は男性26.3歳、

女性25.0歳 と男女 と も に 2 歳以上の開き があ る。 ま た、

高校卒 ・ 専門学校卒が多 く 、 販売サー ビス業や工場な ど

の現場労働に従事す る者が多い傾向にあ る こ と も確認で

き てい る。 総 じ て言え ば、 妊娠先行型結婚は短い交際期

間、 非大卒、 非専門職と い っ た特徴 を持つ と いえ るが、

こ れらの特徴は早婚者の傾向 を踏襲 し た ものであ る。 妊

娠先行型結婚の特徴は結婚のス タイ ルに起因 し てい ると

い う よ り も 、 結婚年齢の若 さ に結 び付け ら れる ものと 位

置付け ら れ得 る。 

(2) 生活資源

生活水準 を維持す る ための十分 な資源がない結婚は



「不幸」 で あ る と す る要素 につい て検討 す る た めに、
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娠先行型結婚の生活資源についてみてい く 。 初婚年齢 と

同様、 妊娠先行型結婚の現在の年齢は通常結婚に比べ低

い傾向にある。 通常結婚におけ る平均年齢は男性が38.3 
歳、 女性が37.9歳であ っ た。 こ れに対 し て、 妊娠先行型

結婚は男性が35.2歳、 女性は33.9歳 と な っ てい る。 平均

年齢の低 さ、 学歴や職種の違い を背景に、 妊娠先行型結

婚と通常結婚では収入の様子が大き く 異な っ てい る。 図

1-2 にみら れる よ う に、 妊娠先行型結婚の男性におけ る

収入は100-400万円台が最 も多 く 62.7% と な っ てい る。 

しかし通常結婚の場合は100-400万円台と500-800万円台

は拮抗 し ており 、 4 ポイ ン ト 程度の違い しか見 ら れない。 

図1 - 2 : 結婚の タ イ プ別に見た男性の収入

こ のよ う な違いがあ るに も かかわら ず、 妊娠先行型結

婚の男性の生活全体に対する満足度は 「非常に満足」 と

「満足」 を合わせて74.0% と総 じ て高い。 通常結婚の83.1 
% と 比べ る と 10 ポイ ン ト 程度の違いはあ る も のの、 妊娠

先行型結婚であ るこ と が理由で生活満足度が大き く 落ち

る と は言え ない だ ろ う 。

収入が低い妊娠先行型の生活満足度が低迷 し ない背景

と し て、 親によ るサポー ト と高頻度な夫婦の同伴行動 を

指摘 し ておき たい。 ただ し こ れらは妊娠先行型結婚に特

有の事情と い う よ り 、 年収の低い夫婦およ び年齢の若い

夫婦に共通 し てみら れる特徴であ る。 以下では年収 を中

心に検討をおこ なう 。 年収が400万円台以下の 「低収入」

の男性 と500-800万円台の 「中収入」 の男性におい て、

自分の親から の経済的支援につい て 「いつ も た く さ ん支

援 を し て も ら っ てい る」 およ び 「かなり 支援 を し て も ら っ

てい る」 をあわせて比較 し てみる と 、 低収入では32. 

中収入では23.3% と 10 ポイ ン ト 程度の違いがみら れ

8% 
た。 

、

配偶者の親からの経済的支援は低収入で35.0% 、 中収入

で28.3% と な っ ており 、 収入の低い場合は夫婦 と も に両

親からのサポー ト をよ り 得てい る こ と がわかる。 同様の

傾向は 「子供の世話」 に も あ ら われてい る。 「自分の親

におい ては低収入で30.5 % 、 中収入で23.5 % 、 配偶者の

親におい ては低収入で38.4 % 、 中収入で33.1 % が
も た く さ ん面倒 をみて く れてい る」 ま たは 「 かな

をみて く れてい る」 と回答 し てお り 、

親か らの経済的 ・ 人的サポー ト をよ り

収入が低い

「いつ

り 面倒

方が両

得てい る様子がわ
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かる。 ま た、 男性の収入が下がるほどに親と同居

の割合が增え る こ と が分かっ てお り 、 年収の低 さ

ら のサポー ト で補い なが ら生活 し てい る状況がみ

男性の収入状況は夫婦の同伴行動と の関連がみ

・ 近居

を親か

え る o 

ら れる

が、 違いが最 も顕著にみら れる例 と し て 「一緒に夕食 を

と る頻度」 を挙げておき

が 「毎日のよ う にあ る」

%、 中収入で47.8% と15 
「買い物に一緒に出かけ

た

と

ポ

い。 「一緒に夕食 を と る頻度」

し た者の割合は低収入で62.0 
イ

る」

ン

も

ト 以上の差が見ら れた。 

低収入で11.0% 、
で7.7 % と わずかなが ら 低収入が上回 っ て お り 、

少ないために外食 を避け る生活が、 結果的に共に

機会の増加に結 びつい てい る ものと 考え

た経済状況は夫婦間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ

ら れる。 

中収入

収入が

過 ごす

こ う し

ンと も関連 し て

お り 、 「 その日の個人的 な出来事につい て話 をす る」 者

の割合は低収入で52 .2 % 、
の違い がみ ら れた。 ま た、

表現す る」 におい ては

割合は低収入で23.5%、

中収入で44.2 % 
「言葉や

「毎日のよう

し ぐ さ

に あ る

中収入で17.9 % と

と 8 ポイ ン ト

な どで愛情 を

」 と し た者の

な っ て お り 、

収入の低い方場合の方が相対的に親密な夫婦関係 を形成

し てい る様子がみえ る。 こ れらのこ と がらが、 収入が低

く 年齢が若い と いう 妊娠先行型結婚の夫婦の実質的な満

足度に結 びつい てい る も のいえ よ う 。 

(3) 結婚継続年数

安定的 な子育 てに結 びつかない生殖は 「不幸」 な もの

で あ り 、 離婚は回避す るべき と す る要素につい てみてい

く 。 妊娠先行型結婚と 通常結婚におけ る結婚継続年数に

は大 き な違い は な く 、 図1-3に み ら れ る よ う に男性 にお

いて通常結婚と妊娠先行型結婚はほぼ同 じ状況であ る。 

女性の場合は継続年数 5 年未満の妊娠先行型結婚は通常

結婚に比べて 6 ポイ ン ト 程度多いが、 年齢の若い結婚は

継続年数も短 く な る影響が出た も のと見なすこ と がで き

る。 

図1 - 3 : 結婚継続年数

前項 で は1970年 には約9.6 万件で あ っ た離婚件数が

2002年には約29万件と 3 倍以上に伸びてい る点 を確認 し

た (厚生労働省 2009) 。 その内訳を見てみると、 離婚件

数の変化の背景には10年以上の同居期間 を経た離婚の増

加があ るこ と がわかる。 なかで も同居期間が20年以上で

あ る い わ ゆる 「熟年離婚」 の増加は著 し く 、 同居期間 5 
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年未満の離婚件数は1975年の58,336件に対 して2006年に

は86,607件 と お よそ1.5倍にな っ たが、 「熟年離婚」 の場

合は1975年の6,810件から2006年には40,353件と約6 倍に

増え てい る。 と はいえ絶対数と し ては同居期間の短い離

婚が多い状況に変化はない。 年齢が若 く なるほど同居期

間は短 く なる点や青年層におけ る未婚化晩婚化が進行 し

てい る現状 を考え る と、 若者が中心である妊娠先行型結

婚には 「離婚が多 い」 と い う 印象がつい て まわるかも し

れない。

今回調査では離別死別の経験があ る シ ン グルは対象に

な っ てい ないが、 離婚経験のあ る者は男性5.0% 、 女性

で7.1% であ っ た。 離婚経験 を持つ者の割合は男女 と も

によ り 年齢が高い者の方が多 いが、 現在の収入や結婚の

ス タ イ ル、 最終学歴 と の関係はみら れなかっ た。 妊娠先

行型結婚 を選択す る人々は離婚 も 選択 しやすい と 断定す

るのは、 今回調査の結果か らは難 し い と いえ る。 

(4) 出生意欲

最後に家族の安定性について、 出生意欲 を中心にみて

い く 。 国立社会保障人口問題研究所によれば、 妻の年齢

が50歳未満の夫婦によ る2010年の平均の理想の子 ども数

は2.4人、 平均の予定の子 ども の数は2.1人であ っ た。 同

調査によれば、 1970年代以降予定の子供の数は理想の子

ども の数 を一貫 し て下回 っ てお り 、 な んら かの事情で夫

婦が出産 を抑制 し てい る事実が明 ら かに な っ てい る。 そ

の理由は妻の年齢や年収によ っ て異な っ てい るが、 妻が

30歳未満の場合は 4 割以上が 「収入が不安定なこ と」 を

挙げてい るのに対 し、 妻が35歳以上の夫婦では65.3% が
「年齢や健康上の理由で子 ども がで き ない こ と」 と し て

いる (人口問題研究所 2011)。 

表1-1 : 年齢別にみた女性の追加出生意欲

理想の子ども 
数の平均値 

通常結婚 

妊娠先行型結婚 

通常結婚 

妊娠先行型結婚 

通常結婚 

妊娠先行型結婚 

通常結婚 

妊娠先行型結婚 

20代前半 
1 _31 l l 2 _94 l2_ 73 l l _ 42 l 
1 _32 l 3_56 l l3.1 11.7 l 

20代後半 1.35 l 3.15 l l 2.89 11.54 l 
1. / 9 l l l3.26 11.4 / l 

30代前半 
1.63 l l 3.24 l 2.83 11.2 l 
2_09 l 3_56 l l3_33 11.24 l 

30代後半 
1 85 l l 3 09 l 2 61 10 76 l 
2 _05 3 _37 3 _16 

本調査におけ る現在の子供数、 理想の子供、 現実の子

ども数 を妻の年齢別に示 し たのが表1-1であ る。 人口問

題研究所の知見と同様に どの年齢階級において も現実の

子 ども 数が理想の子供数を下回 っ てい るが、 年齢だけで

はな く 結婚のス タ イ ルによ っ て数字の様子が異な る こ と

がわかる。 現在の子 ども数、 理想の子 ども数、 現実の子

ども数の全ておいて、 全ての年齢階級で妊娠先行型結婚

は通常結婚よ り も平均値が高い。 妊娠先行型結婚 をす る

者は実際に子 ども を多 く 持 っ てい る だけ ではな く 、 子 ど

も を持つこ と に肯定的であ る と いえ る。 現実の子 ども数

から現在の子 ども数 を引いた追加予定子 ども 数は、 20歳
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代前半、 30歳代前半、 30歳代後半において妊娠先行型結

婚が通常結婚 を上回 っ てい る。 20歳代後半では通常結婚

が妊娠先行型結婚 を0.07上回 っ てい るが、 こ の年代にお

け る妊娠先行型結婚は現在の子 ども 数が1.8 と も と も と

多 い ため、 追加予定が低 く な る こ と の影響 も あ る と いえ

よ う o

人口問題研究所の調査と同様、 追加予定子 ども数が少

ない理由 と し て も っ と も 選ばれてい るのは 「子供 を持つ

のにお金がかかる」 で あ る。 その選択は年収と 関連 し て

いて、 年収が400万円台以下の 「低収入」 の男性では68.3 
%、 500-800万円台の 「中収入」 の男性では64.5%、 900 
万円台以上の 「高収入」 の男性では53.1% と年収が低い

ほど負担 を感 じ てい る者が多 い。 年収は子供への進学意

欲と も関連 し てお り 、 大学まで進学 さ せたい と し た者は

低収入で59.3% 、 中収入で71.1 % 、 高収入では75.4% と
な っ てい る。 すでに見てき たよ う に妊娠先行型結婚は年

収が低い傾向 を持 ち、 子 ども に教育 を与え る条件 と し て

は不利 な状況に立た さ れてい る。 そ れに も かかわら ず追

加予定子 ども数が多い背景と し て、 以下の 2 点 を指摘 し

てお き たい。

ひと つめは、 親が子 ども に与え たい と 考え る教育 と 親

自身の最終学歴が関連 を持つ点であ る。 父親の最終学歴

別に子供への進学意欲を見てみる と 、 中高卒では53.5% 、
短大専修学校等卒では65.0% 、 大卒では83.0% が大学ま

で進学 さ せたい と し てお り 、 学歴が高いほ どに子 ど もの

大学進学に意欲があ る こ と 、 いずれの学歴におい て も大

学進学が最も支持 さ れてい るこ と がわかる。 二番目に支

持 さ れる子 ども の進学先 を含めて検討 し てみる と 、 学歴

によ る偏り がさ ら に明確にな る。 中高卒では高校までが

27.0% と最も多 く 、 短大専修学校等卒の場合には、 短大

ま たは専門学校が15.9 % 、 高校が13.9 % と ほぼ同 じ よ う

に選択 さ れてい る。 し かし親が大卒の場合には大学進学

以外の選択肢はいずれも 1 割未満で ほと ん ど選択 さ れて

い ない。 大卒の親に と っ ては子 ども の最終学歴 も大学卒

業以外考え ら れないが、 そ う で ない親は大卒 を希望す る

一方で、 他の選択肢 も視野に入れる こ と が可能な状態に

あ る と いえ よ う 。 し たがっ て、 親の学歴が低い場合、 子

ども の教育費が高額であ る と い う 前提が効き に く い よ う

に考え ら れる。

も う ひと つは、 子 ども と の関係に対す る満足度が相対

的に高い点である。 生活全体に対する満足度と子供と の

関係に対す る満足度 を比較す る ために、 そ れぞれの設問

に対 し て 「非常に満足」 または 「満足」 を選択 し た もの

の比較をお こ な っ た。 妊娠先行型結婚におい ては生活に

満足 と し てい る も のは69.5% 、 子供 と も関係に満足 と し

てい る も のは84.8% と な っ た。 通常結婚 も同様に生活へ

の満足が78.6 % であ るのに対 し て子供 と の関係への満足

は88.8% と な っ てお り 、 子供への関係に対す る満足度が
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総 じて高い。 妊娠先行型結婚の場合は生活満足度と 子供

関係満足度は15ポイ ン ト 程度の開き が生 じ てお り 、 子供

と の関係に対す る満足感が相対的に高い結果と な っ てい

る。 

III 考察
本稿の目的は一般に言われる 「で き ち やっ た結婚は不

幸であ る」 と す る言及は偏見に基づい た レ ッ テルなのか

否かについ て デー タ を用い なが ら考察 をお こ な う こ と で

あ っ た。 そのための作業 と し て、 まず妊娠先行型結婚 を

「不幸」 な も のと 位置付け得 る 4 つの要素につい て、 戦

後の社会変化と 妊娠先行型結婚の芸能報道 を参照 し なが

ら検討 をお こ な っ た。 議論 を振り 返る と 、 戦後の日本に

おけ る結婚や家族観は く 恋愛 ・ 性 ・ 生殖 ・ 子育て > と い

う 恋愛関係に関す る諸要素が徐々にバラ バラ にな っ てい

く 過程 と し て位置付け る こ と がで き る。 < 恋愛 ・ 性 ・ 生

殖 ・ 子育て > と い う セ ッ ト は く 恋愛 ・ 性 > と く 生殖 ・ 子

育 て > のふ た つ に分 か れなが ら も 維持 さ れて き た が、

2000年以降は不安定 さが増し、 全てが く 恋愛> < 性> < 
生殖 > < 子育て > と い う 形でバラバラ にな る と い う 可能

性 も見え てき てい る。 しか し、 結婚行動は生活水準の維

持 と い う 功利性に よ っ て動機づけ ら れてい る こ と から考

え る と 、 < 生殖 ・ 子育て> と いう 要素はなるべ く 環境 を

変え ずに遂行 さ れる こ と が望ま し い と 今日で も みな さ れ

てい る と いえ る。

こ う し たこ と から、 ①< 恋愛 ・ 性> への挑戦 : 妊娠 を

と も なう よ う な性行動が愛情に起因 し てい ない可能性 を

持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 であ る。 ②功利性

への挑戦 : 生活水準 を維持で き ない可能背 を持つため、

妊娠先行型結婚は 「不幸」 であ る。 ③< 生殖 ・ 子育て> 
への挑戦 : 安定的な子育て環境 を確保でき ない可能性 を

持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 であ る。 ④家族の

安定性への挑戦 : 今後の家族の安定的維持が期待でき な

い能性 を持つため、 妊娠先行型結婚は 「不幸」 である。 

と す る 4 つの観点 を導き 、 妊娠先行型結婚の現状につい

ての統計的な状況把握 をお こ な っ た。

まず、 < 恋愛 ・ 性> への挑戦から検討 をお こ なう 。 分

析の結果見え て き たのは、 十分に相手 を知 ら ない ま ま妊

娠 ・ 出産を選択 し た可能性 を持つ妊娠先行型結婚はわず

かであり 、 通常結婚と同様に 1 ~ 3 年、 または 4 年以上

の交際 を経て結婚に至 つてい るケ ースが 9 割程度で あ る

と いう 事実であ る。 妊娠先行型結婚は若い人が選択する

こ と が多 い結婚であ り 、 それゆえ に交際期間の短 さ、 現

場労働者やサー ビス業が多 い と い う 業種の偏 り 、 教育期

間の短 さ と い っ た特徴 を持つ。 こ れら の ラ イ フ コ ースは

大卒後に一般企業に務める ラ イ フ コ ースに比べ る と 社会

に出 る年齢が若 く な り 、 「一人前」 にな るの も早い。 こ

のため、 妊娠が先行 し た若者が結婚 を選択 しやすい状況
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があ る と いえ る。

功利性への挑戦につい ては以下の通 り であ る。 年齢や

学歴、 職種の偏 り は収入の少 な さ に結 びつい てい て、 妊

娠先行型結婚の男性の 6 割以上が年収100-400万円であ

る。 この点だけ取り 出すと 、 生活水準 を維持でき る経済

力 を持たない妊娠先行型結婚は 「不幸」 であ る と いえ る

だ ろ う 。 しか し、 収入の低 さ を補い得 る親によ る有形無

形のサポー ト があ る ため、 収入 だけ を持 っ て生活水準の

維持につい て断定す る こ と は難 し い こ と がわかっ た。 ま

た、 妊娠先行型結婚の家族は夫婦におけ る同伴行動が活

発であり 、 生活満足度が通常結婚 と比べてそれほど落ち

ないこ と の背景と し て指摘で き る。 自身の収入で自分好

みの生活を組み立て るこ と と は違う 「幸福」 が妊娠先行

型結婚にはあ る も のと いえ る。

< 生殖 ・ 子育て> への挑戦につい ての検討は、 安定的

な子育て環境の確保と結婚継続年数に注目 し た比較をお

こな っ た。 通常結婚 と 妊娠先行型結婚では大き な違いは

みら れず、 離婚 を し やすい と い う 状況 も見つけ に く い こ

と がわかっ た。 妊娠先行型結婚は無計画な選択であ り 、

家族が安定 し ない と位置付け るのは今回調査のデータ か

らは因難で あ っ た。

家族の安定性への挑戦につい ては、 追加出生意欲 を通

じて検討 した。 収入が低い傾向を持つ妊娠先行型結婚は、

子供の追加出生意欲を阻害する要因である 「子供の教育

にお金がかかる」 と い う 前提に強い影響 を受け得 る存在

で あ る。 そ れに も かかわらず、 彼 らは総 じ て子供の追加

出生意欲が高い こ と が今回調査でわかっ た。 その背景と

し て、 あ ら か じめ子供に対す る教育への期待が薄い点、

子供 と の関係に満足感 をよ り 感 じ てい る点 な ど をあげ る

こ と がで き る。

以上に見てき たよ う に、 妊娠先行型結婚は現在の社会

で共有 さ れてい る家族に対す る期待、 つま リ 十分な収入

を持つ核家族が子 ども に十全な教育費 を投入す る、 と い

う 図式から外れた存在であ る。 し かし それ故に 「不幸」

であ る と す るには論拠が乏 しい こ と が今回の分析から わ

か っ た。

今回のデータ から みえ る妊娠先行型結婚の実態は、 < 
性> < 愛> < 生殖> < 子育て> のパー ト ナーをその都度

変更す る新 し い タ イ プの ラ イ フ コ ース と い う よ り も、 む

し ろ、 ①から④にあげた家族の 「あ るべき 姿」 を、 形 を

変え ながら も積極的に選択 し てい る姿に近い。 大卒後一

般企業に就職 し、 核家族世帯 を維持 し ながら子 ども に高

い教育 を施すと いう 高度経済成長期の都市部 を中心と し

た家族の典型からは乖離 し てい る も のの、 妊娠先行型結

婚は収入に乏しい若者が持ち得 る生活資源 を活用 し なが

ら形成 し てい る、 現代的な近代家族像のひと つと いえ よ

う 。 親と の関係 を維持 し ながら、 低収入ながら も若 く し

て自分の人生 を決定 し てい く 彼 ら の ラ イ フ コ ースは、 社
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会的尊敬や立身出世と い っ た 「希望」 を見つけ るこ と が

で き ない現在の若者が 「幸福」 に暮 らすための人生の選

択 と し ての側面がみえ る。

日本、 フ ラ ンス 、 韓国、 ス ウ ェ ーデ ンの若者に おけ る

結婚や出産を比較 し た松田茂樹によ れば、 各国の結婚制

度の相違な どを踏まえ た場合、 日本の既婚 ・ 同棲経験率

は他の3国 と 比べ て遜色がない と い う 。 し か し カ ッ プル

形成が遅いために子 ども 数の確保が難 し く 、 現在の少子

化の一員 と なっていると指摘 し ている (松田 2011)。 今

回検討 し た、 若 く し て結婚 し た夫婦は出生意欲が高 く 、

実際に子供 を多 く 持 っ てい る と いう 妊娠先行型結婚の現

状 を踏まえ る と 、 松田の知見は国内の現状 も的確に説明

で き る も のと位置づけ ら れる。

妊娠先行型結婚の夫婦が現在の日本社会に適応 し た近

代家族 を形成で き てい る背景には、 早い タイ ミ ン グで仕

事 を得 てい る こ と と 、 収入の少 な さ を補 う バ ッ ク ア ッ プ

を得てい る こ と があ る。 こ う し た状況に恵ま れない都市

部の若者は、 今後ますます妊娠 ・ 出産への障壁が高 く な

る と いえ るだ ろ う 。 仕事 と 育児サポー ト の充実が少子化

対策の前提であ る と い う 当たり 前の事実が、 逸脱と みな

さ れる こ と も あ る妊娠先行型結婚の実態から改めて浮き

周 り と な るのであ る。 
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